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自然体験センター
建設工事の完了

進入路、通路の整備工事
の完了

進入路、通路の整備工事の完了

目　標 実施設計の完
了

進入路、通路
の整備工事の
完了

実　績

自然体験センター
建設工事の実施

実施設計を取りまとめた。

進
捗
状
況
説
明

比謝川緑地広場整備事業（建設工事）について、不測の日数が要したため、令和２年度の完了が困難となり令和３年度に繰越となっ
た。

R2年度
目標値

（R4年度）

自然体験センター建設工事の完了

目　標

実　績
自然体験センター
建設工事の完了成果目標

（指標）
及び進捗状況

R２成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H29年度 R1年度

【参考指標】
　年間利用客数：延べ12,240人以上

目　標

実　績

目　標

実　績

自然体験センター建設工事の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和２年度に建設工事の完了を予定していたが、想定より支持層が深かったことにより、判明した支持層までの杭基礎の施工に不測の
日数を要したため、年度内の事業完了が困難となった。

実施設計を取りま
とめる

進入路、通路の整
備工事の実施

予算の状況の説明
　杭基礎の施工にあたり、当初想定していた深度で支持層が確認できず、より深い所で支持層が確認された。判明した
支持層まで杭長を延長する必要が生じ不測の日数を要したため、年度内の事業完了が困難となった。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R２活動目標（指標）

達成状況

H29年度 R１年度 R2年度 R3年度

進入路、通路の整備工事の実施

執行率（％）(B/A) 100.0% 65.3% 36.5% 100.0%

次年度繰越額 － － 218,008 0

うち交付金充当額 27,583 35,297 100,425 99,816

B．執行済額 34,479 49,915 125,532 218,008

A．計(b+d) 34,480 76,395 343,540 218,008

－ － 218,008

(b)予算現額 34,480

(c)増減額(b-a) 9,802 ▲ 844 ▲ 9,560

76,395 343,540

(d)繰越額

R3年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 44,282 77,239 353,100

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　■後年度（令和４年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H29年度 R1年度 R2年度 R2年度(繰越)

都市建設課
事業実施

（予定）年度
平成24年度～令和３
年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－(１)

事業内容 観光誘客を図るため、比謝川緑地に自然体験・交流拠点施設や広場等を整備する。

市町村名 嘉手納町

令和２年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-① 比謝川緑地広場整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－エ

観光客受入体制の整備

担当部課名



・支出先の選定方法については、事業の規模や実績等を勘案
し、指名審査委員会にて決定したため妥当である。
・予算規模については当初予定していた事業の活動内容に応じ
た基準等（積算基準）により算出され、適正な規模であったと考え
る。
・費目・使途について事業目的達成の観点から必要なものなの
か等については額の確定時において検査、確認しており、適正で
あった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

343,540 343,540 200,241 143,299 0

・建設工事の工程管理を徹底するため、令和３年度は関係機関と進捗状況等を適宜確認できるよう、定例で連絡を取っていく。
・指定管理者の選定について、町内に見識があり、設立趣旨を十分に理解し、管理運営にあたって知識と経験を有する者を公募の要件としプロポーザル等を行い
選定する。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・杭基礎の施工にあたり、当初想定していた深度で支持層が確認できず、より深
い所で支持層が確認された。判明した支持層まで杭長を延長する必要が生じ不
測の日数を要したため、年度内の事業完了が困難となった。
・当該施設運用のため指定管理者の選定が必要である。

・令和３年度比謝川緑地広場整備の完了に向け工程管理の徹底を行う必
要がある。
・指定管理者の選定について、町内に見識があり、設立趣旨を十分に理解
し、管理運営にあたって知識と経験を有する者を公募の要件とする。

今後の取り組み方針

嘉手納町

343,540千円

工事請負費

（建築）
250,370千円

工事請負費

（電気設備）
37,730千円

工事請負費
（機械設備）
44,000千円

委託料

11,440千円

(株)福地組・(有)前川
工業 JV

250,370千円

(株)比謝川電気
37,730千円

(株)おきさん
44,000千円

(有)設計集団
ファイブ

11,440千円

比謝川緑地自然体験センター建設工事（建

築）

比謝川緑地自然体験センター建設工事（電気

設備）

比謝川緑地自然体験センター建設工事（機械設

備）

比謝川緑地自然体験センター建設工事監理

委託業務


